


みんなの県政
1974・10・もくじ

くちなし「橋子花J

暖地に自生する ヌフ力ネ科の常緑低木。葉は楕円型で

光沢のある深緑色白色で大形よいかおりのする花を

開く。

和名はく口無し〉の意で果実ガ裂けない意昧だという。

.J!I:をきれいに

.絵で見る国民健康保険ー

.凶器追放運動

.国民体育大会の沿革/ その 1

.ふるさと空から拝見

.知事ど諮る / わ が 生 渡 に 悔 な し

.物価と家計簿

.みんなの広場

. くらしの知恵

. トピックス

n
U
9
ι
G
u
o
o
n
3
n
u
 

'
'
ε
u
o
o
n
3
0
'
'
E
a
'
'
'
a
'
司，
h

.表紙せつめい・

愛本のウラジロ力シ

(宇奈月町〉

宇奈月温泉街へ行く途中の愛本

橋の西蹴かうよ流へ約40:;;:の道

路下の断崖に、ウラジロ力シを

圭としだ原始形の林ガある。

新しい愛本橋を背景に岩壁上か

ら、枝葉ガ川面に突出し、多く

の蔓植物ガからみついている。

ウラジロガシは、別名をヤナギ

ガシ、まだはササガシとも祢し

葉の裏ガ粉白色を帯びる常緑樹

で高さガ20:;;:余に発育する高樹

である。
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現
在
、

わ
が
国
の
下
水
道
普
及
率
は
、
約

一
二
軒
で
、
欧
米
諸
国
に
く
ら
べ
、

大
き
く

立
ち
遅
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
生
活
環
境
の
悪
化
や
河
川
・
湖

沼
・
海
域
な
ど
公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
と

い
う
問
題
が
全
国
的
に
起
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
解
消
し
て
豊
か
な
自
然
環
境
を

回
復
し
、
快
適
な
居
住
環
境
を
確
保
す
る

H

決
め
手
。
に
な
っ
て
い
る
の
が
下
水
道
の
整

諸外国との比較/各国の下水道利用人口普及率
(処理人口/総人口) (建設省調)

国名 総人口 普及率 国名 総人口 普及率

(年) (千人) (%) (年) (千人) (%) 

イギリス(1970) 55，349 94 
オースト

10，871 59 ラリア (1963) 

オランダ(1969) 12，800 90 カナダ(1972) 22，000 40 

スウェー(1971) 8，077 80 フランス(1963) 47，853 40 デン

西ドイツ(1972) 60，840 79 インド(1961) 439，073 6 

アメリカ (1968) 196，800 71 日 本(1973) 108，600 21 

スイス(1972) 6，300 69 

た
。そ

の
方
法
と
し
て
は
、
市
町
村
が
単
独
で

設
置
す
る
公
共
下
水
道
お
よ
び
都
市
下
水
路

と
、
さ
ら
に
県
と
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て

行
な
、
つ
流
域
下
水
道
が
あ
り
ま
す
。

こ
と
に
「
流
域
下
水
道
」
は
、
河
川
や
湖

沼
な
ど
の
水
質
汚
濁
防
止
の
た
め
、
そ
の
流

域
内
の
二
以
上
の
市
町
村
の
汚
水
を
集
め
て

処
理
す
る
広
域
的
な
下
水
道
で
あ
り
、
関
係

市
町
村
は
、
公
共
下
水
道
を
設
置
し
て
、
流

域
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
流
域
下
水
道
の
特
色
は
、
公
共
用
水

域
の
水
質
保
全
の
た
め
に
各
市
町
村
が
単
独

で
公
共
下
水
道
を
実
施
し
て
個
々
の
終
末
処

理
場
で
下
水
を
処
理
し
な
い
で
、
行
政
区
域

に
と
ら
わ
れ
ず
広
域
的
に
汚
水
を
集
め
て
大

規
模
な
処
理
場
で
処
理
す
る
こ
と
で
す
。
こ

の
や
り
方
で
す
と
、
汚
水
の
処
理
が
効
率
的

で
経
済
性
に
富
ん
で
お
り
、
環
境
基
準
を
早

期
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

県
で
は
、
汚
染
の
著
し
い
河
川
の
う
ち
か

ら
、
ま
ず
最
も
水
質
汚
濁
の
激
し
い
小
矢
部

川
と
神
通
川
の
水
質
保
全
と
生
活
環
境
の
整

備
を
目
的
と
し
た
小
矢
部
川
流
域
下
水
道
、

神
通
川
流
域
下
水
道
の
計
画
を
た
て
水
質
の

改
善
を
は
か
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

-
備
で
す
。

町
の
み
で
し
か
も
市
や
町
の

一
部
で
あ
り
、

建
設
中
の
新
湊
市
や
福
光
町
を
加
え
て
も
三

市
二
町
に
す
ぎ
ず
、
次
表
で
み
ら
れ
る
よ
う

に
県
の
普
及
率
は
一

or弱
で
全
国
で
第
二

O
位
で
す
。

ま
た
、
主
と
し
て
市
街
地
に
お
け
る
雨
水

を
排
除
す
る
た
め
に
市
町
村
が
管
理
し
て
い

そ
の
整
備
の
方
法
と
し
て
は
、
公
共
下
水

道
や
都
市
下
水
路
も
あ
り
ま
す
が
、
と
く
に

二
つ
以
上
の
市
町
村
に
わ
た
る
広
域
の
下
水

を
集
め
て
処
理
す
る
流
域
下
水
道
は
最
も
効

果
的
な
方
法
で
す
。

市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て
家
庭
汚
水
や
工

場
排
水
を
処
理
す
る

「公
共
下
水
道
」
は
、

現
在
富
山
市
・
高
岡
市
・
小
杉
町
の
二
市
一
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勾

t

a

l

る
都
市
下
水
路
は
、
実
施
市
町
が
七
市
五
町

(富
山
市
・
高
岡
市
・
新
湊
市
・
氷
見
市
・

小
矢
部
市
・
滑
川
市
・
砺
波
市
・
朝
日
町
・

上
市
町
・
福
光
町
・
城
端
町
・
婦
中
町
)
で

排
水
区
域

二
、
0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
計
画

延
長
三
万
三
、

O
O
O
M
に
対
し
昭
和
四
八

年
度
末
で
完
成
し
た
延
長
は
二
万
一
、

0
0

0
灯
で
、
全
体
の
達
成
率
は
六
三
行
と
な
っ

て
い
ま
す
。

流
域
下
水
道
計
画
2
 

昭
和
三

0
年
代
以
降
の
著
し
い
産
業
の
発

展
と
生
活
様
式
の
高
度
化
は
、
水
の
使
用
量

の
急
激
な
増
大
を
ひ
き
起
こ
す
と
と
も
に
種

種
の
公
害
を
発
生
さ
せ
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
と
に
最
近
で
は
、
河
川
な
ど
の
水
の
汚

濁
が
著
し
く
進
行
し
て
い
る
状
態
で
、
そ
の

対
策
と
し
て
、
国
に
お
い
て
は
公
害
対
策
基

本
法
を
制
定
し
、
さ
ら
に
水
質
汚
濁
防
止
法
、

下
水
道
法
な
ど
関
係
法
令
の
改
正
を
行
な
い
、

公
共
用
水
域
に
つ
い
て
も
排
出
さ
れ
る
水
質

を
規
制
す
る
と
と
も
に
、
下
水
道
施
設
の
整

備
を
積
極
的
に
図
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
し

流域下水道のしくみ

3 



一
、
小
矢
部
川
流
域

下
水
道
計
画

小
矢
部
川
は
、
砺
波
平
野
の
西
部
か
ら
北

部
を
う
回
し
、
日
本
海
に
そ
そ
ぎ
、

河
口
は

重
要
港
湾
伏
木
港
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

港
を
拠
点
と
し
て
小
矢
部
川
流
域
に
工
業
が

発
達
し
、
流
域
地
域
か
ら
発
生
す
る
家
庭
汚

水
や
工
場
排
水
が
小
矢
部
川
に
流
入
し
て
い

ま
す
。

産
業
経
済
の
高
度
成
長
と
発
展
に
よ
る
各

種
企
業
の
進
出
、

さ
ら
に
生
活
水
準
の
向
上

が
工
場
排
水
や
家
庭
汚
水
な
ど
の
排
出
量
を

増
加
し
小
矢
部
川
の
水
質
を
著
し
く
汚
濁
し

て
い
る
状
況
で
す
。

こ
の
小
矢
部
川
は
、

昭
和
四
六
年
五
月
に

公
害
対
策
基
本
法
に
よ
る
水
質
環
境
基
準

(
水
を
き
れ
い
に
す
る
度
合
)
の
類
型
指
定

(
汚
濁
し
た
河
川
の
水
を
ど
の
程
度
ま
で
き

れ
い
な
水
と
す
る
か
具
体
的
な
目
標
)
が
さ

れ
ま
し
た
。

県
で
は
、
昭
和
四
十
六
年
以
来
、
小
矢
部

川
の
水
質
環
境
基
準
を
達
成
す
る
た
め
流
域

全
体
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
、
流
域
別

下
水
道
整
備
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
流
域
下
水
道
の
事

業
計
画
を
作
成
し
、
関
連
す
る
市
町
村
の
公

共
下
水
道
と
緊
密
な
連
け
い
の
も
と
に
公
共

込
ま
な
い
方
針
で
す
。

な
お
、
工
場
排
水
の
規
制
と
監
視
に
つ
い

て
は
、
下
水
道
じ
受
け
入
れ
る
直
前
に
、
自

小矢部川流域下水道

用
水
域
の
水
質
保
全
と
地
域
の
環
境
整
備
を

図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

事
業
内
容
は

計
画
面
積

計
画
人
口

五
、
四
三
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル

一一
二
万
人

管
渠
延
長
六
万
八
、

0
0
0
μ

処
理
場

一
カ
所

関
係
市
町
村
四
市
七
町
一
村

高
岡
市
、
砺
波
市
、
小
矢
部
市
、

新
湊
市
、
福
光
町
、
福
野
町
、

井
波
町
、
庄
川
町
、
城
端
町
、

福
岡
町
、
大
門
町
、
井
口
村

完
成
目
標
昭
和
六
十
五
年

一一、
神
通
川
流
域

下
水
道
計
画

神
通
川
は
、
県
都
富
山
市
を
貫
流
し
、
富

山
湾
に
そ
そ
ぎ
、

河
口
部
に
は
工
業
港
富
山

港
が
あ
り
、

こ
の
地
域
の
工
業
の
拠
点
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ム目・、

宇
品
わ
ん

こ
の
川
は
岐
阜
県
神
岡
町
に
あ
る

三
井
鉱
山
か
ら
排
出
さ
れ
た
カ
ド
ミ
ウ
ム
に

よ
る
公
害
河
川
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

富
山
市
お
よ
び
周
辺
各
町
に
お
い
て
は
、

市
街
地
の
ス
プ
ロ
ー
ル
化
と
中
小
工
場
の
進

出
が
著
し
く
、
こ
れ
に
よ
る
排
水
の
増
大
が

神
通
川
水
域
を
汚
濁
し
て
い
る
状
況
で
す
。

動
水
質
測
定
器
、
自
動
採
水
機
な
ど
を
工
場

に
設
置
さ
せ
、
ま
た
、
水
質
資
料
を
提
出
さ

せ
る
と
と
も
に
、
立
入
検
査
や
水
質
の
収
去

神
通
川
に
つ
い
て
は
、

小
矢
部
川
に
次
い

で
昭
和
四
七
年
四
月
に
公
害
対
策
基
本
法
に

も
と
づ
き
河
川
の
水
を
き
れ
い
に
す
る
度
合

が
き
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
合
多
』
達
成
す
る
た
め
神
通
川
流
域

お
よ
び
射
水
平
野
を
貫
流
す
る
下
条
川
流
域

と
あ
わ
せ
、

下
水
道
整
備
総
合
計
画
を
定
め
、

こ
れ
に
も
と
づ
き
流
域
下
水
道
を
建
設
し
ょ

う
と
す
る
も
の
で
、

現
在
、
流
域
別
下
水
道

整
備
総
合
計
画
を
策
定
中
で
す
。

事
業
内
容
は

計
画
面
積

左
岸

右
岸

計
画
人
口

一
万
九
六
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

四
、
六
四
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

六
、
三
二

O
ヘ
ク
タ
ー
ル

五
六
万
四
、

0
0
0人

二
四
万
O
、
0
0
0人

三
二
万
四
、

0
0
0人

八
万
二
、

0
0
0
μ

左
岸

右
岸

管
渠
延
長

左
岸

右
岸

四
万
六
、

0
0
0
μ

三
万
六
、

0
0
0
μ

処

理

場

二

カ

所

左
岸
富
山
新
港
背
後
地

右
岸
富
山
市
東
部
海
岸

関
係
市
町
村
三
市
七
町
一
村

富
山
市
、
新
湊
市
、
高
-岡
市
、
小

杉
町
、
大
沢
野
町
、
大
山
町
、
八

尾
町
、
婦
中
町
、
大
門
町
、
大
島

町
、
下
村

検
査
を
行
な
い
、
き
ら
に
公
共
下
水
道
、
流

域
下
水
道
の
管
路
に
適
宜
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
を
設
け
、
県
・
市
町
村
の
共
同
に
よ
っ
て

凡 伊リ-小矢部川庄川事湖

一一一 計画界

一一一一 行政区界

一 国 道

ー圃圃.放流先
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「
工
場
排
水
」
徹
底
的
に
監
視

こ
れ
ら
の
流
域
下
水
道
計
画
を
進
め
る
に

あ
た

っ
て
、
い
く
つ
か
の
問
題
が
提
起
さ
れ

ま
し
た
が
、

主
な
も
の
と
し
て
、

一
、
工
場
排
水
の
取
扱
い
に
つ

い
て

二
、
汚
泥
の
取
扱
い
に
つ
い
て

三
、
大
気
汚
染
に
つ
い
て

四
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
(終
末
処
理
場
)につ
い
て

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

「工
場
排
水
」
に
つ
い
て
は
、
法
律
の
定
め

に
よ
っ
て、

下
水
道
に
流
し
て
も
よ
い
一
定

の
水
質
以
下
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す

(除
害
施
設
ま
た
は
事
前

4 

処
理
と
い
う
)
が
こ
の
外
県
で
は
、

こ
の
間

題
の
基
本
的
な
考
え
と
し
て
、

付
日
量
五
、

0
0
0立
方
幻
以
上
の
多
量
の
排
水
を
排
出

す
る
工
場
、

ω浄
化
セ
ン
タ
ー
は
活
性
汚
泥

法
(
バ
ク
テ
リ
ア
な
ど
の
生
物
を
使
っ
て
汚

水
を
き
れ
い
に
す
る
方
法
)
で
処
理
す
る
の

で
、
処
理
機
能
に
悪
影
響
ま
た
は
施
設
に
損

傷
を
与
え
る
物
質
(
カ
ド
ミ
ウ
ム
や
シ
ア
ン

な
ど
)
を
含
む
工
場
、
同
排
水
の
水
質
が
B

-ハU
・nu

(
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
と
い
い
、

そ
の
値
が
大
き
い
も
の
程
そ
の
水
は
汚
れ
て

い
る
こ
と
を
示
す
)
二
O
P
P
M
以
下
の
工

場
の
排
水
は
、
原
則
と
し
て
下
水
道
に
取
り

徹
底
し
た
監
視
を
行
な
い
ま
す
。

「
汚
泥
」
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
焼
却
炉

で
焼
却
し
無
害
化
を
は
か
り
ま
す
。
な
お
、

無
害
化
き
れ
た
灰
は
埋
立
用
に
、
ま
た
は
田

や
畑
の
肥
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

「
大
気
汚
染
」
に
つ
い
て
は
、
汚
泥
な
ど
焼

却
の
際
に
出
る
ば
い
じ
ん
、
ご
み
、
悪
臭
は

煙
突
か
ら
出
る
前
に
取
除
く
た
め
、
水
処
理

や
薬
品
、
ま
た
は
電
気
処
理
な
ど
最
新
の
効

果
の
あ
る
技
術
方
法
を
取
入
れ
大
気
を
汚
き

ぬ
施
設
に
し
ま
す
。

「
浄
化
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
悪
臭
の

で
そ
う
な
と
こ
ろ
に
覆
蓋
を
し
た
り
、
施
設

を
地
下
に
設
け
た
り
す
る
ほ
か
、
そ
の
上
に

は
花
だ
ん
を
つ
く
っ
た
り
、
遊
園
地
や
運
動

場
な
ど
を
つ
く
り
、
き
ら
に

A

セ
ン
タ
ー
の

周
辺
を
緑
で
囲
っ
た
り
し
て
公
園
化
を
は
か

り
、
み
ん
な
の

か
い
こ
い
の
場
。
と
し
て
親

し
ま
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

流
域
下
水
道
事
業
は
全
国
的
に
も
数
多
く

計
画
、
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
(現
在
四
六
カ

所
)。
本
県
に
お
い
て
も
、
汚
濁
に
よ
り
死
の

直
前
に
あ
る
河
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
、
私
た

ち
の
よ
り
よ
い
生
活
環
境
づ
く
り
を
目
的
と

す
る
い
わ
ゆ
る
百
年
の
大
計
と
い
う
べ
き
こ

の
流
域
下
水
道
の
早
期
実
現
の
た
め
、
み
な

さ
ん
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

5 



その他

5% 628，730 

国保の財政
(単佐千円)

総務費

5% 532，154 

保健施設費

2% 252，621 

その他

1 % 85，605 

国保財政の歳入の中で国庫支出金は全体 の過半数を占めてい ます。国保税と国庫支出金で歳入全体の95%を占め

てい ます。歳出ではそのほ とんどが保険給付費で、 保健施設費がわずか 2%で予防や健康増進よりも、治療の費

用の支 出に追われて いる状況がう かがえます。歳入歳出の差引残額350，004千円は49年度に繰越されます。

国保の総医療費

立山 |カ月

X 12カ月=年間

147憶8，218万円

1カ月分医療費100円硬貨をつみあげると

フ

1人あたり受診日数
(年間)

21.7日

1件あたり医療費

自分の健康は自分で管理しましょう。
早期発見・早期治療…上手なお医者さんへのかかり方…あなたも考えてみませんか一 一

1人あたりの医療費・国保税 (年間)
35，673円

29，353円

23，276円

44年 45年 46年 47年 48年

1人あたりの医療費と国保税ののぴはこの 5年間にそれぞれ倍に近い数値をしめしてい ます。医療費が税を ひ

っぱりあげている状況があらわれています。

富山県の全国位置

1人あたり医療費

1件あたり診療費
6，245円

高昌三会主主主
，泊t..日7 """T""

(47年度) (年間 100人当たり)

541 

5，456円

10位

6イ立

図のとおり、本県の諸率等はいずれも全国の上位に位置しています二なかでも、 1人あたりの医療費は、全国第 2

位と、広島に次いでいますカミ広島は原爆関係の医療費が大きなウェイトを占めているため富山県は実質全国第 1

イ立といえましょう 。

B 



が
ら
に
注
意
し
て
凶
器
を
追
放
し
た
い
も
の

で
す
。

-
危
険
な
刃
物
は
み
ん
な
で

追
放

各
ご
家
庭
で
は
不
必
要
な
刃
物
を
片
付
け

P

暴
力
と
凶
器
は

締
め
出
せ
追
い
出
せ

社
会
の
敵
4

-
県
警
本
部
に
「
凶
器
使
用

犯
罪
未
然
防
止
対
策
本

部
」
を
設
置

〈〉
凶
器
を
使
用
す
る

重
大
事
件
が
増
え
て
い
ま
す

ま
す
。

幸
い
富
山
県
で
は
、
社
会
の
耳
目
を
そ
ば

だ
て
る
よ
う
な
大
き
な
事
件
こ
そ
起
き
て
い

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
昨
年
一
年
間
に
県
内

で
発
生
し
た
凶
器
使
用
犯
罪
は
、

殺
人
事
件
七
件
〕

盗
二
件
一

?虫

• I 

危
険
な
刃
物
は
「
持
た
な
い
・
売
ら
な
い
・

持
た
せ
な
い
」
と
い
う
凶
器
追
放
気
運
を
ひ

ろ
め
る
。

-
猟
銃・
刀
・
火
薬
の
厳
重
な

保
管
と
適
正
な
使
用

姦
四
件
一

γ

合
計

二
ハ
一
件

害
六
五
件
一

行
一
八
件

一

そ
の
他
六
五
件
」

も
あ
り
、
前
年
よ
り
四
O
件
(
三
三
%
増
)
も

増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
不
法
に
銃
砲

万
剣
類
を
持
ち
歩
い
た
り
し
て
検
挙
さ
れ
た

事
件
は
八
九
件

(銃
砲
関
係
三
二
件

・
万
剣

関
係
三
六
件

・
刃
物
類
二
一
件
)
も
あ
り
ま

す
。

5虫暴傷
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
み
て
、
本
県
で
も

大
き
な
社
会
不
安
を
招
く
よ
う
な
事
件
が
起

き
る
危
険
が
常
に
ひ
そ
ん
で
い
る
も
の
と
み

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
事
件
の
背
景
に
は
、

情
報
の
発
達
に
よ
る
連
鎖
反
応
的
な
模
倣
性

や
、
や
や
も
す
る
と
不
必
要
な
刃
物
を
持
ち

歩
く
と
い
う
風
潮
が
見
受
け
ら
れ
る
等
、
問

題
が
多
い
の
で
す
。

。
凶
器
使
用
事
件
を
未
然
に
防
止
す
る
に
は

警
察
で
は
、
こ
の
よ
う
な
凶
器
使
用
犯
罪

を
未
然
に
防
止
し
、
県
民
の
平
穏
な
暮
ら
し

を
守
る
た
め
、
「
凶
器
使
用
犯
罪
未
然
防
止

対
策
本
部
L

を
設
置
し
、
取
締
活
動
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

取
締
活
動
の
重
点
と
し
て
は

V
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
検
問
や
職
務

質
問
を
徹
底
し
て
凶
器
を
発
見
し
犯
罪

許
可
を
受
け
た
銃
万
で
も
、
悪
用
さ
れ
る

と
大
変
で
す
か
ら
保
管
場
所
を
検
討
し
、
最

も
安
全
な
場
所
に
厳
重
に
保
管
し
、
盗
ま
れ

た
り
、
利
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

-
凶
器
の
発
見
追
放

国
民
体
育
大
会
の
沿
革
(そ
の
1
)

国
民
体
育
大
会
は
、
第
二
次
世
界
大
戦

後
、
敗
戦
で
う
ち
ひ
し
が
れ
た
日
本
国
民

の
気
力
を
奮
い
起
こ
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
当
時
の
中
堅
ス
市
l
ツ
マ
ン

の

呼
び
か
け
に
よ
っ
て
、
大
日
本
体
育
会

(日
本
体
育
協
会
の
前
身
)
が
企
画
、
文
部

省
、
地
元
府
県
の
後
援
を
得
て
、
第
一
回

は
京
都
市
を
中
心
に
開
催
し
ま
し
た
。

「
国
体
L

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る

こ
の
国
民
体
育
大
会
は
、
国
民
的
競
技
の

祭
典
と
し
て
、
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
を
振
興

し
、
そ
の
普
及
発
達
と
、
ア
マ
チ
ュ
ア
ス

ポ
ー
ツ
精
神
の
高
揚
を
図
り
、
併
せ
て
国

民
の
健
康
を
増
進
さ
せ
、
そ
の
生
活
を
明

朗
に
し
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

第
一
回
大
会
は
前
述
の
よ
う
に
、
敗
戦

の
翌
年
の
昭
和
二
一
年
、
戦
禍
を
ま
ぬ
が

れ
た
京
都
市
を
中
心
に
八
月
九
日
か
ら
水

泳
の
夏
季
夫
会
を
兵
庫
県
で
、
二
月

一

日
か
ら
は
陸
上
の
秋
季
大
会
を
近
畿
一
円

で
行
な
わ
れ
た
の
で
す
が
、
食
糧
を
片
手

に
集
ま
っ
た
全
国
の
選
手
ら
、
五
、
六
七

七
人
は
、
新
し
い
日
本
の
建
設
を
胸
に
秘

め
、
華
々
し
く
そ
の
第
一
歩
を
記
し
た
の

で
あ
り
ま
す
。

第
二
回
は
、
昭
和
二
十
二
年
に
石
川
県
で

開
催
、
こ
の
年
の
秋
季
大
会
に
は
、
お
り

か
ら
北
陸
地
方
を
ご
巡
行
中
の
天
皇
陛
下

を
こ
の
大
会
に
お
迎
え
し
ま
し
た
。
そ
し

て
戦
後
初
め
て
メ
イ
ン
ポ

l
ル
に
日
の
丸

の
旗
が
掲
揚
さ
れ
ま
し
た
。

「
こ
れ
を
仰

い
だ
参
加
選
手
や
役
員
を
は
じ
め
、
ス
タ

ン
ド
せ
ま
し
と
埋
め
つ
く
し
た
大
観
衆
は
、

祖
国
愛
に
よ
ぴ
き
ま
さ
れ
、
真
の
日
本
の

姿
に
接
し
深
い
感
激
に
ひ
た
り
、
前
途
へ

の
明
る
い
希
望
を
い
た
だ
い
た
の
で
あ
る

日
と
当
時
の
記
緑
が
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
大
会
か
ら
都
道
府
県
対
抗

形
が
と
ら
れ
、
さ
ら
に
お
な
じ
み
の
火
焔

の
国
体
マ

l
ク
(前
月
号
に
掲
載
)
が
制
定

さ
れ
て
、
こ
れ
を
描
い
た
大
会
旗
が
掲
揚

さ
れ
、
同
じ
く
で
き
あ
が
っ
た
国
体
の
歌

(
佐
伯
孝
夫
作
詞
、
高
田
信
一
作
曲
)
が
高

ら
か
に
う
た
わ
れ
た
の
で
す
。
な
お
、
こ

の
年
か
ら
記
念
切
手
も
発
行
さ
れ
ま
し

た
ま
た
、
冬
季
大
会
は
、
第
一
回
が
札
幌

で
行
な
わ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
国
鉄
の

輸
送
事
情
で
中
止
さ
れ
、
ス
ケ
ー
ト
は
青

森
県
八
戸
市
、
夏
季
の
水
泳
は
石
川
県
松

を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
に
す
る

V
暴
力
団
を
は
じ
め
、
極
左
暴
力
集
団
、

右
翼
過
激
派
団
体
の
取
締
り
を
強
化
し
、

犯
罪
に
用
い
る
お
そ
れ
の
あ
る
凶
器
を

押
収
す
る

V
猟
銃
・
万
剣
・
火
薬
類
の
保
管
状
況
を

よ
く
調
べ
盗
難
や
事
故
の
な
い
よ
う
に

し
、
凶
器
と
し
て
犯
罪
に
用
い
ら
れ
な

い
よ
う
に
指
導
す
る

V
非
行
少
年
の
補
導
等
を
通
じ
て
、
凶
器

を
持
た
な
い

4
7に
指
導
す
る

な
ど
を
行
な
い
、
警
察
の
総
力
を
あ
げ
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

〈〉
み
ん
な
の
力
で
凶
器
を
追
放
し
、
犯
罪
を

防
止
し
よ
う

し
か
し
、
警
察
の
取
締
り
だ
け
で
は
、
万

全
を
期
す

F

」
と
は
困
難
で
す
。

許
可
を
受
け
て
持
っ
て
い
る
猟
銃
や
家
庭

で
使
っ
て
い
る
包
丁
で
も
、
気
狂
い
が
持
て

ば
凶
器
に
な
り
ま
す
し
、
誰
で
も
持
ち
出
せ

る
状
態
に
あ
れ
ば
、
悪
用
さ
れ
易
い
わ
け
で

B 

す?
し
た
が
っ
て
、
危
険
な
も
の
は
持
た
な
い

ほ
う
が
一
番
無
難
な
わ
け
で
す
が
、
そ
う
も

い
き
ま
せ
ん
か
ら
、
不
必
要
な
も
の
は
処
分

し
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
も
の
は
、
保
管
や

取
扱
い
に
注
意
し
て
悪
用
さ
れ
な
い
よ
う
に

、し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
、
県
民
全
部
が
次
の
こ
と

暴
力
団
や
極
左
暴
力
集
団
、
非
行
少
年
グ

ル
ー
プ
等
は
、
け
ん
銃
や
短
万
、
爆
発
物
、

銃
パ
イ
プ
等
を
わ
ざ
わ
ざ
用
意
し
て
、
隠
し

持
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
み
ん
な
で

監
視
し
、
不
審
な
者
は
、
早
く
警
察
へ
通
報

す
る
。

任
市
で
ボ
ー
ト
は
滋
賀
県
瀬
田
川
で
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

第
三
回
国
体
は
、
ス
ケ
ー
ト
は
岩
手
県

盛
岡
市
で
冬
季
大
会
の
ス
キ
l
競
技

(事

実
上
の
第
一
回
)
は
長
野
県
野
沢
市
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ス
キ
l
競
技
に
集

ま
っ
た
選
手
ら
は
七
三
九
名
で
し
た
。

そ
し
て
夏
季
大
会
、
秋
季
大
会
は
九
州

の
福
岡
県
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
年
か
ら
は
都
道
府
県
対
抗
の
形
が

確
立
さ
れ
て
、
名
実
と
も
に
国
民
体
育
大

会
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
な
り
、
こ
の
大

会
か
ら
天
皇
杯
、
皇
后
杯
が
下
賜
さ
れ
て
、

天
皇
杯
は
東
京
都
、
皇
后
杯
は
京
都
府
が

獲
得
し
ま
し
た
。

大
会
旗
の
リ
レ
ー
は
こ
の
年
か
ら
始
ま

っ
た
の
で
す
。

g 



空から拝見

砺
波
市

飛
騨
の
山
並
み
に
源
を
発
す
る
庄
川
。
そ
の
扇
状
地
の
中
央
部
に
ひ
ろ
が
る

散
村
地
帯
、
屋
敷
林
口
固
ま
れ
た
全
固
ま
れ
に
見
る
散
居
が
点
在
す
る
田
園
都

市
。こ

れ
が
わ
が
ふ
る
さ
と
砺
波
市
で
あ
る
。

市
の
中
心
部
で
あ
る
出
町
地
区
は
、
慶
安
二
年
二
六
四
九
年
)
杉
木
新
町
の

名
で
、
市
場
町
と
し
て
誕
生
し
た
も
の
。
平
野
の
中
央
に
位
置
し
、
地
勢
、
交

通
の
便
が
よ
く
、
行
政
の
中
心
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

い
ま
、
北
陸
自
動
車
道
の
イ
ン
タ
ー
・
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
、
見
、
さ
ら
に
東

海
北
陸
自
動
車
道
の
着
工
も
近
く
、
陸
の
港
、
交
通
の
拠
点
と
し
て
の
発
展
が

望
ま
れ
て
い
る
。



知事と語る

わ
が
生
涯
に

知
事

み
な
さ
ん
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
日
は
、
い
ま
司
会
者
か
ら
と
紹
介
あ
り
ま

し
た
占
つ
に
県
が
と
り
あ
げ
て
い
る
生
涯
教
育

の
問
題
を
お
話
し
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
お
忙

し
い
と
こ
ろ
お
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
日

は
ひ
と
つ
、
い
つ
も
お
話
し
し
て
お
ら
れ
る
よ

う
に
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
レ
デ
ィ
フ
ァ
ー
ス
ト
か
ら
、
一
番
年
の

お
若
い
八
木
さ
ん
、
書
を
お
や
り
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
ど
う
い
う
動
機
で
お
始
め
に
な
ら
れ

た
の
で
す
か
。

中田知事

八
木
私
の
祖
父
が
子
供
の
頃
、
毎
日
朝
五
時

に
起
き
て
日
の
出
を
拝
ん
だ
あ
と
、
二
時
間
程

何
か
を
書
い
て
い
ま
し
た
。
私
は
幼
か
っ
た
の

で
何
歩
蓋
固
い
て
い
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
現
在
、
残
き
れ
た
書
を
み
て
、
そ
の
中

の
一
言
葉
が
非
常
に
よ
い
言
葉
で
あ
っ
た
の
で
、

私
の
子
供
の
た
め
に
と
書
き
は
じ
め
ま
し
た
。

知
事

お
や
り
に
な
っ
て
、
何
年
く
ら
い
に
な

今
年
度
か
ら
生
涯
教
育
を
大
き
く
と
り
あ
げ
て

い
ま

生
涯
教
育
と
い
う
の
は
、
学
校
教
育
を
う
け
て
い
る
人
以

外
の
県
民
の
皆
様
に
、
有
意
義
な
人
生
と
、
生
き
が
い
の
あ
る

生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
何
で
も
勉
強
し
ま
せ
ん
か
と

県
は
、

す
。

ご
出
席

富

山

県

知

事

中

田

幸

吉

加

茂

善

治

岡
田
ニ
朔

八
木
綾
子

高
岡
市
博
労
町

富
山
市
東
田
地
方

富
山
市
奥
田
寿
町
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い
う
呼
び
か
け
を
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
夏
に
行
な
わ
れ
た
県
民
大
学
校
、
夏
期
大
学
、
秋
に
行

な
わ
れ
る
学
習
コ

l
ス
な
ど
は
そ
の
一
貫
で
す
。

生
涯
教
育
は
こ
の
時
間
で
も
度
々
と
り
あ
げ
て
い
ま
す
が
、

ス
タ
ジ
オ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
進
み
、
励
ん
で
お
ら
れ
る

三
人

そ
の
道
に
入
っ
た
き
っ
か
け
、
苦
労

の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、

楽
し
み
な
ど
を
知
事
と
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た。

り
ま
す
か
。

八
木

い
ま
、
や
り
は
じ
め
た
ば
か
り
で
す
。

知
事

し
か
し
、
大
変
熱
心
に
お
や
り
に
な
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
が
、
ひ
と
つ
、
今

日
は
何
か
一
筆
、
お
し
た
た
め
い
た
だ
き
た
い

の
で
す
が
。

八
木

は
い
。

知
事

八
木
き
ん
が
お
書
き
に
な
っ
て
お
ら

れ
る
間
に
、
加
茂
さ
ん
と
岡
田
さ
ん
に
ひ
と
つ

お
伺
い
し
た
い
の
で
す
が
。
加
茂
さ
ん
は
、
植

物
、
と
く
に
桜
の
品
種
改
良
や
、
品
種
を
多
く

お
集
め
に
な
っ
た
こ
と
で
、
全
国
的
に
も
有
名

で
す
。
い
つ
ご
ろ
か
ら
桜
に
興
味
を
お
持
ち
に

な
ら
れ
た
の
で
す
か
。

加
茂
小
さ
い
時
か
ら
植
物
は
な
ん
で
も
好
き

で
し
た
。
そ
れ
が
年
を
と
る
に
つ
れ
、
植
物
が

単
に
好
き
だ
と
い
う
よ
り
、
恐
れ
敬
う
畏
敬
の

気
持
ち
に
変
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
市
℃
、
桜
は
国
の
花
で
も
あ
り
、
最
近

衰
退
し
て
き
て
い
ま
す
め
で
研
究
し
た
い
と
は

じ
め
ま
し
た
。

知
事
桜
の
ほ
か
に
、
つ
ば
き
も
や

っ
て
お
ら

れ
る
と
か
:
:
・
。

加
茂
そ
う
で
す
。
つ
ば
き
は
国
花
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
世
界
的
ブ
l
ム
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

つ
ば
き
の
本
場
が
外
国
に
な
ら
な
い
よ
う
、

つ
ば
き
の
品
種
改
良
と
育
成
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
い
ま
ま
で
、
一
五

O
か
ら
一
六

O
種

ぐ
ら
い
新
品
種
を
つ
く
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中

で
も
一

O
品
種
は
、
全
国
の
愛
好
家
の
方
か
ら

お
ほ
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
勢
が
つ
い
て
、

こ
の
つ
ば
き
も
死
ぬ
ま
で
つ
づ
け
て
行
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

加茂さん

知
事
岡
田
き
ん
は
、
ま
だ
お
若
い
の
に
マ
ラ

ソ
ン
じ
い
さ
ん
と
い
う
愛
称
で
県
民
の
方
か
ら

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
が
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
は
じ

め
ら
れ
た
の
は
、
い
つ
頃
か
ら
で
す
か
。

岡
田
三
七
歳
の
と
き
か
ら
で
す
。

知
事
た
だ
、

漠
然
と
走
ら
れ
た
の
で
は
な
い

の
で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
の
心
境
と
い
い
ま
す

か
目
的
が
あ
っ
た
の
で
は
。

岡
田

私
は
二
三
歳
か
ら
三
六
歳
ぐ
ら
い
ま
で
、

酒
や
タ
バ
コ
は
度
を
過
ご
し
て
や
っ
て
い
ま
し

た
。
と
く
に
酒
は
飲
む
よ
り
、
飲
ま
れ
る
こ
と

の
ほ
う
が
多
か
っ
た
の
で
、
こ
ん
な
こ
と
で
は

生
き
て
い
る
甲
斐
が
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
タ
バ
コ
も
酒
も
未
練
を
残
さ
な
い

よ
う
思
う
存
分
飲
ん
で
、
こ
れ
か
ら
少
し
で
も

健
康
な
身
体
に
な
っ
て
、
自
分
の
与
え
ら
れ
た

仕
事
を
し
た
い
と
思
い
、
始
め
ま
し
た
。
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知
事

い
ま
も
走
っ
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
す
ね
。

岡
田

い
ま
、
毎
朝
八

・
六
J
ぐ
ら
い
走
っ
て

い
歩
品
十
九

知
事

ど
れ
く
ら
い
時
間
が
か
か
り
ま
す
か
。

岡
田

そ
う
で
す
ね
、
ゆ
っ
く
り
走
っ
て
七

O

分
で
す
ね
。

知
事

大
変
で
す
ね
、
毎
日
、
毎
日
。

岡
田

で
も
、
長
く
働
く
た
め
に
は
、
身
体
の

手
入
れ
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

仕
事
の
一
部
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
つ

ら
い
と
も
思
い
ま
せ
ん
。

岡田さん

知
事

八
木
さ
ん
の
書
が
出
き
あ
が
っ
た
よ
う

で
す
か
ら
、
チ
ヨ

ッ
ト
お
見
せ
い
た
だ
い
て
。

八
木

人
に
お
見
せ
で
き
る
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
つ
も
心
を
こ

め
て
書
い
て
い
ま
す
。

知
事

H

心
。
と
い
う
字
歩
差
固
い
て
い
た
だ
い

た
ん
で
す
ね
。
な
か
な
か
、
い
い
で
す
よ
。

私
は
見
る
目
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
上
手

に
、
あ
る
い
は
一
流
の
書
家
に
な
ろ
う
と
い
う

'骨

知
事

主
婦
や
母
親
の
役
目
も
あ
り
ま
す
し
、

な
か
な
か
書
の
時
聞
が
な
い
で
す
ね
。

八
木

そ
こ
は
ま
た
、
時
間
を
上
手
に
や
り
く

り
し
て
。
好
き
な
こ
と
で
す
か
ら
、
や
っ
て
い

け
ま
す
。

八木さん

知
事

時
聞
を
つ
ま
く
使
っ
て
、
何
か
が
非
常

に
上
手
に
で
き
た
と
き
、
爽
快
な
気
分
に
な
り

ま
す
ね
。
い
つ
も
不
満
感
が
あ
り
ま
す
と
、
身

体
の
調
子
も
よ
く
な
い
で
す
ね
。
精
神
的
に
も

肉
体
的
に
も
一
番
よ
い
状
態
に
あ
る
と
き
、
生

き
が
い
を
感
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
ま
り
目
標
に
こ
だ
わ
ら
な
い
で
、
自
分
の

気
持
ち
に
あ
る
程
度
の
満
足
を
得
る
こ
と
が
生

涯
教
育
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
す

か
。
そ
れ
に
教
育
と
い
う
と
お
そ
わ
る
こ
と
ば

か
り
を
考
え
ま
す
が
、
講
義
や
講
座
の
ほ
か
、

岡
田
さ
ん
に
は
運
動
し
や
す
い
よ
う
な
施
設
を
、

加
茂
さ
ん
に
は
、
花
と
緑
の
銀
行
を
県
で
や
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た
施
策
の
推
進
も
重

の
で
な
く
、
書
く
と
き
の
気
持
ち
ゃ
心
境
が
大

切
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

皆
様
が
そ
れ
ぞ
れ
お
や
り
の
こ
と
が
、
生
涯

教
育
に
ぴ

っ
た
り
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
生
涯
教
育
と
い
う
も
の
は
た
と
え
ば

夏
期
大
学
で
講
演
を
聴
く
予
」
と
だ
け
が
教
育
だ

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
一
つ
の
手
段

で
あ
っ
て
、
日
頃
、
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て

み
た
い
、
こ
の
こ
と
が
自
分
の
生
活
に
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
。
い
つ
で
も
、
何
で

も
、
誰
で
も
が
何
か
を
や
れ
る
。
こ
れ
が
生
涯

教
育
の
本
質
だ
と
思
い
ま
す
。

皆
様
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
が
い
と
し
て
、

ず
っ
と
続
け
て
こ
ら
れ
、
い
ま
の
心
境
、
ま
た

生
涯
教
育
に
つ
い
て
感
じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
な

ど
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

加
茂
私
は
老
人
学
級
、
高
岡
で
は
寿
大
学
と

申
し
て
い
ま
す
が
、
老
人
た
ち
が
自
覚
し
て
楽

し
く
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
各
般
の
こ
と
を

勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
、
た
ま
に
交
替
で
先
生
に

な
る
こ
と
も
あ
り
、
生
き
が
い
を
感
じ
、
楽
し

く
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

知
事

そ
れ
が
加
茂
さ
ん
の
健
康
を
維
持
し
て

こ
ら
れ
た
秘
訣
で
す
か
ね
。

加
茂

そ
う
で
す
ね
。
私
は
八
十
二
歳
で
す
が

ま
だ
長
生
き
と
は
申
き
れ
ま
せ
ん
。
先
日
も
あ

る
テ
レ
ビ
の
番
組
で
長
生
き
の
秘
訣
を
き
か
れ

ま
し
た
が
、
私
は
長
生
き
で
は
な
い
と
い
い
ま

し
た
。
た
だ
長
生
き
し
て
い
て
も
身
体
が
元
気

で
な
い
と
:
:
:。
心
の
ま
ま
に
動
き
、
働
く
。

こ
の
こ
と
が
私
を
今
日
ま
で
あ
ら
せ
て
く
れ
た

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
生
涯
教
育
に
つ
な
が
る

要
な
生
涯
教
育
の
一
環
で
す
。

八
木

私
が
感
じ
ま
す
の
は
、
文
明
が
進
歩
し

ま
す
と
、
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
が
薄
れ
て
い
く

よ
う
な
気
が
し
て
、
も
う
一
度
昔
か
ら
伝
え
ら

れ
て
い
る
諺
を
書
い
て
、
自
分
を
み
つ
め
直
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

岡
田

六
O
歳
以
上
の
人
の
全
国
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
で
各
県
の
人
と
話
を

し
ま
す
が
、
誰
ひ
と
り
と
し
て
不
平
不
満
を
言

っ
た
り
、
ま
た
そ
ん
な
顔
を
し
て
い
る
ひ
と
な

ん
て
い
ま
せ
ん
ね
。

知
事

県
で
も
、
県
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
を
す
す
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
立
派
な
選
手
を
養
成
す
る

の
が
目
的
で
な
く
、
岡
田
さ
ん
の
よ
う
に
、
好

き
な
も
の
を
、
な
ん
で
も
や

っ
て
み
ら
れ
る
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。

私
も
元
来
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
す
か
ら
、
年

齢
に
ふ
さ
わ
し
い
ス
ポ
ー
ツ
を
時
間
を
割
い
て

機
会
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

加
茂

桜
の
木
は
、
多
く
の
品
種
が
あ
り
手
す
。

こ
れ
を
一
本
一
本
、
三
間
(
五
・四
灯
)
か
ら
四

間
(
七
・二
灯
)
の
距
離
を
お
い
て
植
え
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
か
ら
、
大
き
な
場
所
が
必
要
で
す
。

こ
れ
を
鉢
植
え
に
し
ま
す
と
狭
い
範
囲
で
す
む

わ
け
で
、
鉢
植
え
な
ど
す
る
の
も
い
い
と
思
い

ま
す
。

知
事

い
ま
ま
で
桜
の
品
種
は
、
ど
れ
く
ら
い

お
っ
く
り
に
な
り
ま
し
た
。

加
茂

桜
の
品
種
は
三

O
O種
く
ら
い
あ
り
ま

す
が
、
誰
も
集
め
た
人
は
い
ま
せ
ん
。

私
は
い
ま
、
二

O
O
種
程
持
っ
て
い
ま
す
が

今
後
、
残
り
の
一

0
0種
類
を
あ
つ
め
て
い
き

の
で
は
と
思
い
ま
す
。

加
茂

楽
し
み
を
持
っ
て
、
何
事
も
す
べ
て
や

ら
な
け
れ
ば
。

知
事

そ
う
、
そ
う
毎
日
の
生
活
の
中
に
生
き

が
い
と
満
足
感
の
あ
る
こ
と
が
必
要
な
ん
で
す
。

加
茂

劣
等
生
が
い
や
い
や
勉
強
す
る
の
で
な

く
喜
ん
で
勉
強
す
る
の
で
な
け
れ
ば
長
く
つ
づ

き
ま
せ
ん
。

知
事

岡
田
さ
ん
は
、
ど
う
で
す
か
。

岡
田

人
聞
の
生
涯
で
何
か
に
う
ち
込
む
場
合
、

第
一
番
に
健
康
な
身
体
で
な
か

っ
た
ら
で
き
ま

せ
ん
か
ら
、
私
は
死
ぬ
ま
で
走
る
こ
と
、
体
力

づ
く
り
を
つ
づ
け
て

い
き
ま
す
。
い
ま
、
マ
ラ

ソ
ン
を
し
て
い
る
こ
と
に
充
分
満
足
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
と
、
ス
ポ

1.
ツ
は
本
当
に
生
活
を
楽

し
ま
せ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

知
事

健
康
は
自
分
が
一
番
よ
く
わ
か
る
の
で

す
か
ら
、
自
分
に
応
じ
た
最
上
の
コ

ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
ゆ
、
と
り
も
な

お
さ
ず
、
気
持
ち
の
上
で
も
一
番
晴
々
す
る
も

の
で
し
ょ
う
ね
。

岡
田

健
康
の
秘
訣
は
、
本
当
は
何
も
な
い
の

で
、
毎
日
、
な
ん
で
も
い
い
か
ら
歩
い
た
り
、

ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
、
続
け
る
こ
と
に
意
義
が

生
ま
れ
て
き
ま
す
。

知
事

そ
う
で
す
ね
。
三
日
坊
主
じ
ゃ
駄
目
な

わ
け
で
す
ね
。
八
木
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

八
木

私
は
書
の
ほ
か
に
、
グ
ル
ー
プ
活
動
で

キ
モ
ノ
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ヒ
マ
を

み
つ
け
て
は
主
人
の
ゴ
ル
フ
の
お
付
合
い
や
ボ

ー
リ
ン
グ
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
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た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

知
事

三
人
の
方
か
ら
、
ひ
と
言
づ
っ
、
若
い

人
た
ち
に
贈
る
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
願

い
し
ま
す
。

八
木

祖
父
の
書
い
た
書
を
持
っ
て
き
ま
し
た

「
夢
の
世
と
知
り
な
が
ら
一
生
け
ん
め
い
は

げ
む
べ
し
」

知
事

な
か
な
か
良
い
言
葉
で
す
ね
。
い
つ
ご

ろ
お
書
き
に
な
ら
れ
た
も
の
で
す
か
。

八
木

祖
父
は
二
五
年
前
に
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
か
ら
:
:
:
大
部
前
の
も
の
で
す
。

岡
田

若
い
ひ
と
で
も
、
中
年
の
方
で
も
、
身

体
が
元
気
で
な
か

っ
た
ら
、
自
分
の
目
的
を
達

成
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
三
日
坊
主
に
な
ら
な
い

で
長
い
気
持
ち
で
続
け
て
も
ら
い
た
い
。
そ
う

す
る
と
、
い
ま
ま
で
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
幸

福
が
味
わ
え
る
と
思
い
ま
す
。

加
茂

私
自
身
を
、
若
い
人
が
見
て
い
る
。
悪

い
こ
と
を
し
て
も
、
良
い
こ
と
を
し
て
も
す
べ

て
そ
れ
が
手
本
に
な
る
と
忠
い
、
自
分
の
行
為

を
慎
し
ん
で
い
ま
す
。

知
事

大
変
、
今
日
は
良
い
お
話
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
も
生
涯
教
育
を
講
座

だ
け
で
な
く
、
ど
う
い
う
も
の
を
、
ど
の
よ
う

に
し
て
や
っ
て
い

っ
た
ら
よ
い
か
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
生
涯
教
育
は
一
貫
し
て
や

っ
た
こ
と
の
な
い
仕
事
な
の
で
、
皆
さ
ん
の
意

見
を
伺
い
、
一
番
、
県
民
の
人
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
も
の
を
推
め
て
い
き
、
き
ら
に
そ
れ
に
付
随

す
る
施
設
を
充
実
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
、
ご
指
導
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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物価と家計簿
昭和49年上半期の消費者物価指数がまとまりま

消費者物価指数の動向「富山市」
前
年
同
期
に
比
べ
二
四
・
一
軒
上
昇

四
九
年
上
半
期
(
四
九
年
一
月
1
六

月
平
均
)
の
富
山
市
消
費
者
物
価
指
数

は
、
昭
和
四
五
年
を
一

O
Oと
し
た
総

合
指
数
で
一
四
八
・
五
と
な
り
、
前
年

同
期
(
四
八
年
一
月
i
六
月
平
均
)
に

比
べ
二
四
・
一

軒
と
、
前
年
上
半
期
の

対
前
年
同
期
上
昇
率
八
・
一

軒
を
大
き

く
上
回
る
上
昇
を
示
し
ま
し
た
。

内
訳
を
み
る
と
、
衣
料
・
身
の
回
り

品
な
ど
の
被
服
が
一
二
・
六
行
(
前
年

の
そ
れ
は
一
九
・
三
切れ)
と
最
も
大
き

く
上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
五
月

に
夏
も
の
衣
料
が
軒
並
み
高
値
を
つ
け

て
出
回
っ
た
の
が
そ
の
主
因
と
な
っ
て

半期別平均消費者物価指数の動向

r〈L
47年 48年 49年

上半期下半期 上半期下半期 上半期

総 A ロ 指 数 110.7 112.4 119.7 128.3 148.5 

対 前 期 上 昇 率 開 3.3 1.5 6.5 7.2 15.7 

対前年同期上昇率陶 4.9 4.9 8.1 14.1 24.1 

第|表
光
熱
四
0
・
八
官
、
加
工
食
品
三
六
・

一
行
、
理
容
衛
生
三
五
・
六
行
、
家
具

什
器
三
五
・
五
折
、
調
味
料
三
五
・
二

軒
、
自
動
車
費
三
三
・

o
r、
菓
子
三

0
・
六
折
、
身
の
回
り
品
三

0
・

o
r

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

以
上
、
今
年
上
半
期
の
消
費
者
物
価

指
数
の
動
向
を
簡
単
に
ま
と
め
て
み
た

も
の
で
す
。

つ
ぎ
は
、
月
々
の
消
費
者
物
価
指
数

に
つ
い
て
、
総
合
お
よ
び
五
大
費
目
別

の
物
価
の
動
き
を
わ
か
り
易
い
グ
ラ
フ

に
し
て
み
ま
し
た
。
こ
の
グ
ラ
フ
と
第

一
表
の
消
費
者
物
価
指
数
と
を
合
わ
せ

て
み
ま
し
ょ
う
。

消
費
者
物
価
指
数
【
総
合
】

一
五
五
・
九
(
本
年
七
月
)

。
消
費
者
物
価
指
数
。
は
、
消
費
者

い
ま
す
。
そ
の
他
身
の
回
り
品
の
値
上

が
り
も
目
立
っ
て
い
ま
す
。

つ
い
で
、
野
菜
・
菓
子
・
加
工
食
品

.
調
味
料
・
塩
干
魚
介
・
果
物
・
生
鮮

魚
介
な
ど
の
食
料
が
一
二
・
七
行

(
前

年
の
そ
れ
は
七

・
四
行
)
と
上
昇
し
て

い
ま
す
。
食
料
の
う
ち
で
も
、
生
鮮
食

料
品
の
価
格
は
月
に
よ
っ
て
上
が
り
下

が
り
が
非
常
に
大
き
い
品
目
で
す
。

こ
の
上
昇
率
の
主
因
は
、
一
月
の
野
菜

で
キ
ャ
ベ
ツ
(
八
三
・
入
計
)
、
白
菜

(
六
二

・
OMh)
、
ね
ぎ
(
五
二

・
二
許
)

甘
し
ょ
(
五
三
・
八
軒
)
、
大
根
(
三
二

・
九
行
)
、
あ
ず
き
(
六
二

・
五
行
)
と

そ
れ
ぞ
れ
大
き
く
上
昇
し
た
た
め
で
す
。

ま
た
、
設
備
修
繕
・
家
具
什
器
な
ど

の
住
居
は
、
一
二
九
・
一

行

(
前
年
の
そ

れ
は
五

・
二
行
)
の
上
昇
、
こ
れ
は
、

狂
乱
物
価
と
騒
が
れ
た
一
月
と
、
一
段

落
し
て
再
び
値
上
げ
き
れ
た
四
月
の
指

数
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

電
気
ガ
ス
代

・
そ
の
他
の
光
熱
等
の

光
熱
が
二
ハ
・
一

軒

(
前
年
の
そ
れ
は

0
・
六
心
打
)
上
昇
、
こ
れ
は
、
他
の
費

目
に
比
べ
、
割
合
値
動
き
の
少
な
い
も

の
で
す
が
、
五
月
に
ガ
ス
代
の
値
上
げ

が
あ
り
、
そ
の
翌
月
の
六
月
に
は
、
電

気
代
の
値
上
げ
と
そ
れ
に
関
連
し
て
灯

油
、
れ
ん
炭
な
ど
の
値
上
げ
が
続
い
た

の
で
、
光
熱
指
数
が
大
き
く
上
昇
し
た

も
の
で
す
。

物
価
の
水
準
を
あ
ら
わ
し
ま
す
。
例
え

ば
、
今
年
七
月
の
消
費
者
物
価
指
数
は
、

一
五
五

・九
で
す
が
、
こ
れ
は
基
準
年

(昭
和
四
五
年
)
に
対
し
て
消
費
者
物
価

が
平
均
五
五

・九
詐
上
昇
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
七
月
の
消
費
者
物
価
指

数
は
三
コ
了
六
で
し
た
。
こ
れ
と
本

年
七
月
の
指
数
一
五
五
・
九
と
を
比
較

す
る
と
、
こ
の
一
年
間
で
消
費
者
物
価

が
二
七

・
二
計
上
昇
し
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

同
様
に
、
本
年
六
月
の
消
費
者
物
価

指
数
は
、

一
五
二

・三
行
で
あ
っ
た
の

で
本
年
七
月
ま
で
の
一
カ
月
間
で
消
費

者
物
価
が
二

・
四
行
上
昇
し
た
こ
と
も

わ
か
り
ま
す
。
以
上
の
よ
う
な
見
方
で

他
の
費
目
に
つ
い
て
も
御
覧
下
さ
い
。

総合五大費目別物価の動き

(富山市)

‘z ・，
(4'.) 
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そ
の
ほ
か
、
文
房
具

・
自
動
車
費
・

理
容
衛
生

・
保
健
医
療
・
教
養
娯
楽
・

教
育
な
ど
の
雑
費
が
一
七

・
二
行
(
前

年
の
そ
れ
は
五
・
九
軒
)
上
昇
、
こ
れ

は
、
二
月
に
医
療
費
の
改
訂
で
保
健
医

療
が
大
き
く
上
昇
し
た
ほ
か
、
交
通
通

信
(
パ
ス
代
)
も
上
昇
し
た
た
め
で
す
。

そ
の
他
の
月
は
、
値
上
が
り
し
た
も
の

と
値
下
が
り
し
た
も
の
と
の
相
殺
で
、

指
数
的
に
は
あ
ま
り
動
か
な
か
っ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

以
上
、
五
大
費
目
を
中
心
に
今
年
上

半
期
に
つ
い
て
見
て
み
た
わ
け
で
す
が
、

各
費
目
と
も
前
年
上
半
期
の
対
前
年
同

期
上
昇
率
を
大
幅
に
上
回
る
上
昇
を
し

宇
品
1
レ
h
~
。

な
お
上
半
期
中
に
上
が
っ
た
お
も
な

項
目
は
、
設
備
修
繕
六
五
・
五
軒
、
文

房
具
四
六

・

o
r、
塩
干
魚
介
四
五

・

九
行
、
野
菜
四
四
・
乙
利
、
そ
の
他
の

45年 =100

総合 食料 住居 光熱 被服 雑費

日酪9年 140.7 142.6 150.1 114.6 161. 2 129.4 

1月 (4.9) (9.8) (6.3) ( 1.8) (0.3) (0.7) 

146.3 151.3 156.3 114.4 157.7 135.5 

2月 (4.0) (6.1) (4.1) (ム0.2) (ム2.2) (4.7) 

147.2 151.0 158.5 114.5 160.7 136.8 

3・月 (0.6) (ム0.2) (1. 4) (0.1) (1. 9) (1. 0) 

151.8 158.8 163.9 114.5 160.3 139.8 

4月 (3.1) (5.2) (3.4) (0) (ム0.2) (2.2) 

152.6 155.7 163.1 119.4 174.6 139.9 

5月 (0.5) (ム2.0) (ム0.5) (4.3) (8.9) (0.1) 

152.3 151.3 165.0 140.2 175.7 140.5 

6月 (ム0.2) (ム2.8) (1. 2) (17.4) (0.6) (0.4) 

155.9 157.6 166.5 141.1 171.4 145.4 

7月 (2.4) (4.2) (0.9) (0.6) (ム2.5) (3.5) 

注:( )内の中のム印は下落を示していまも
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富山市の消費者物価指数

)内の数字は、対前月上昇率を示し、(

第 2表
富山市の品目別価格 (8月)

7月から 7月から

品目 銘 柄 単位 価格 みた上昇 品目 銘 柄 単位 価格 みた上昇

率(%) 率(%)

食ノマン 普通品 1 kg 258 0 み そ 並，袋入(1 kg入) l袋 241 。
即ラ席ーメン 即席中華めん袋入り 100 g 49 0 砂 糖 上自 1 kg 219 4.3 

あ じ まあじ丸(長さ約15cm以上) 100 g 112 8.7 レモン 1個豹110g， rサンキスト」 1 kg 404 25.1 

き t:f 丸(長さ約25cm-35cm) 100 g 34 17.2 パナナ 1 kg 178 7.9 

し、 か するめいか 100 g 77 5.5 ち り 紙 自ちり 3号，クレープ付 800枚 193 ム13.1

牛 肉 中 100 g 238 。せ洗んたく剤用 合(2成.65洗kg剤入~)粒状箱入 1箱 588 。
豚 肉 中 100 g 140 5.3 ベニヤ板 類フ1ワ等ン(材18普通合91板，×JA S2 1枚 390 ム1.32cm X 91cm X 2. 7'%，) 

ノ、 J.，. プレスハム，上 100 g 160 。ワイ(混シ紡ャツ) 紡カブッロターードhiポ0番リ手エ，ス白テ，普ル通混品 l枚 2，100 。
牛 乳 加工乳(200c.c入)月極め 1本 45 0 せんたく代 車配仇達，ワ料イ金シ後ャ払ツ(いカ ッター) 1枚 95 。
鶏 卵 l個約60g 1 kg 283 ム4.7 灯 t由 白灯油，詰替売り，配達 18.e 650 。
キャベツ 1 kg 106 16.2 

フ'ロノマン
家庭用， 10kg，容器代除く 1本 1，300 。

ガス

ほうれん草 1 kg ガ自 ソ動リ車ン 現レギ金ュ売ラりーガソリン 1 .e 100 1 0 

大 極 1 kg 155 47.6 理髪料 大人調髪(洗髪を含む) l回 1，475 28.3 

大 豆 黄白豆 100 g 40 29.0 パーマネン
コール ド (セ ッ トを含む) 1回 2，750 6.8 

トft

しょう油 濃(2口i上入)・「ひキ・んッ詰コーマン印」 1本 435 。ノトマンy アキンイ スグ 今ナナイイロン1005%-，プレーン， 1足 200 。
ズ M，15-20デニール

オフ

第 3表

i主・生鮮食料品は上・中・下旬の平均価格.その他の品目は中旬の価格です。ム印は.マイナスを示しています。

、
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00の混合プレスハぷ
プレスハム

肉塊〈豚肉)、つなぎ(豚肉、でん粉)

鏑味料、結婚剤、発色剤、合成殺菌

料添加

1匂

昭和50年 1月 1日

10'C以下

00ハム側

富山県富 山市新総曲輸4-}8

品名

原材料名

内容量

製造牟月日

保存識度

製造者

「
体
育
の
日
」
に
思
う

十
月
十
日
は
「
体
育
の
日
」
。
体
育
は
、
身
体
運
動
を

通
し
て
、
身
体
の
発
育
を
助
け
、
性
格
の
形
成
、
感
情

の
陶
冶
、
知
能
の
発
達
を
促
し
ま
す
。

学
校
教
育
の
中
で
は
、
受
験
一
辺
倒
で
と
か
く
体
育

の
時
間
が
軽
ん
じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
私
た
ち

自
身
も
交
通
の
便
利
さ
に
ま
け
、

つ
い
つ
い
歩
く
こ
と

を
お
っ
く
う
が
っ
た
り
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と

が
殆
ど
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

県
は
、
い
ま
県
民
ひ
と
り
一
ス
ポ
ー
ツ
を
提
唱
さ
れ

小
中
学
校
の
体
育
館
や
グ
ラ
ン
ド
を
開
放
さ
れ
、
指
導

員
の
充
実
な
ど
、
積
極
的
に
と
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
学
校
開
放
な
ど
は
、
街
の
中
で
広
場
や
原
っ
ぱ
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
誠
に
結
構
な
施

策
だ
と
思
い

ま
す
が
、
こ
と
し
目
に
つ
い
た
の
は
、
夜

間
、
グ
ラ
ン
ド
に
コ

ウ
コ
ウ
と
明
り
が
つ
い
て
い
る
の

に
、
人
っ
子
ひ
と
り
い
な
い
。

ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る

ノ、

ム
類
の
表
示

プ
レ
ス
ハ
ム
や
混
合
プ
レ
ス
ハ
ム
を
買
う
時
、

J
A
S
マ
l
ク
の
つ
い
て
い
る
も
の
は
、
原
材

料
名
等
が
表
示
さ
れ
て
い
る
の
で
選
ぶ
目
安
に

な
り
ま
し
た
が
、

J
A
S
マ
ー
ク
の
つ
い
て
い

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
選
択
が
困
難
で
し
た
。

そ
こ
で
こ
の
ほ
ど
昭
和
五
O
年
一
月
一
日
以

後
に
製
造
し
た
も
の
に
は
、

J
A
S
マ
l
ク
の

つ
い
て
い
な
い
も
の
で
も
図
の
よ
う
に
一
カ
所

に
ま
と
め
て
、
わ
か
り
や
す
い
表
示
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

人
が
い
な
い
時
が
あ
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
グ
ル
ー
プ

指
導
者
が
い
な
い
た
め
か

が
参
加
し
な
か
っ
た
の
か
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
も
つ

す。 と
多
用
さ
れ
る
よ
う
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

グ
ル
ー
プ
で
し
か

利
用
で
き
ま
せ
ん
。
県
民
ひ
と
り
一
ス
ポ
ー
ツ
化
の
た

そ
れ
と
、
現
在
の
学
校
開
放
は
、

め
に
も
、
も
っ
と
多
く
の
施
設
の
充
実
と
あ
わ
せ
て
、

手
軽
に
地
域
住
民
が
、
夕
食
の
あ
と
、
あ
る
い
は
休
日

を
利
用
し
て
参
加
し
た
り
、
楽
し
み
な
が
ら
何
か
ス
ポ

ー
ツ
を
体
得
で
き
る
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

す
で
に
魚
肉
ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
は
じ
め
、

骨
付
ハ
ム
、
ボ
ン
レ
ス
ハ
ム
、
ロ
ー
ス
ハ
ム
、

シ
ョ
ル
ダ
ー
ハ
ム
、
ベ
リ
l

ハ
ム
、
ラ
ッ
ク
ス

ハ
ム
な
ど
に
は
、
一
括
表
示
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
こ
れ
で
す
べ
て
の
ハ
ム
類
に

ω品

名、

ω原
材
料
名
、

ω内
容
量
、
凶
製
造
年
月

日
、
問
保
存
温
度
、
附
製
造
業
者
の
氏
名
と
住

所
な
ど
が
一
括
し
て
表
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

宇
品
1
し
れ
ん
。

プ
レ
ス
ハ
ム

・
混
合
プ
レ
ス
ハ
ム
は
、
他
の

00のプレスハム
混合プレスハム

肉塊(マトン、鶏肉、山羊肉、馬肉、鯨)

つなぎ(う浮きF肉、たら、でん粉、植物性

たん台、IJ、費粉〉、鱒味料、結着剤、化学

鱒味料、発色剤、合成保存料添加

10% 

2 k9' 

昭和初年 1月 18

IO'C以下

00物産株式会社

富山県富山市新総曲輪4-18

品名

原材料名

でん粉等
含有率

内容量

製造年月日

保存 i温度

簸，医者

く表示するときは〉

.でん粉等の含有率が 3%以上のものは、てやん粉の含有率

を表示すること

.原材料はそれぞれ多いものから)1頃に記載すること

.輸入品の場合は原産国を表示すること

.消費者をまどわすような用語を用いたり、絵を書いては

いけない

18 

富
山
市
四
ツ
葉
町

栃

谷

清

志

ハ
ム
類
に
比
べ
て
特
に
価
格
の
高
い
も
の
と
安

い
も
の
の
差
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
の
種
類
が
あ

り
ま
す
。
原
材
料
や
製
造
年
月
日
を
確
め
れ
ば
、

本
当
に
買
い
得
か
ど
う
か
見
分
け
る
参
考
に
な

り
ま
す
。
表
示
を
よ
く
見
て
買
物
を
す
る
よ
う

に
1

し
宇
ナ
し
ょ
、
つ

0

.
食
肉
加
工
品
の
保
存
期
間

包
装
し
た
ま
ま
の
状
態
で
保
存
し
た
場
合
に
、

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
期
間
の
め
や
す
は
次
の

表
の
と
お
り
で
す
。
製
造
年
月
日
を
確
か
め
ま

し
ょ
、
っ
。

~ 夏
品種名

冷蔵庫 3-5.C 常温15.C以下 冷蔵庫10-15.C 常温25.C以下

ロースハム
30日 20日 15日 10日

ボンレスハム

プレスノ、ム 25日 15日 10日 5日

ソーセージ 20日 10日 10日 5日

羊腸ウィンナー 5日 3日 2日 1日

真空包装スライス 20日 10日 10日 5日

ベーコン 90日 60日

サラミソーセージ 120日 90日

守9



-県政のうごき

8月22日.全日本スイミング・クラブ大会

全日本スイミングクラブ・エージグルーフ。水泳大会

一富山市民プール=が、全国66のクラブから 950人の

スイマーが参加してひらかれ、富山スイミングクラブ

は男女総合の優賞をかぎった。

8月24日.立山美化に800人

立山連峰をきれいにしようと、ことして"13回目の富

山県ふるさと運動推進大会は、800人が参加して掃除、

「立山の自然を守ろう」の自然保護、美化宣言を採択し

た。

8月24日e AF2即時使用禁止

県の厚生部は、合成殺菌剤 AF2を、 9月 1日を待

たずに即日使用禁止する措置を決め、豆腐、カマボコ

業者など関係業界に指示した。

AF2即時使用禁止

輯輯蝿盟臨醐輯臨臨輯麗輯

8月4日-8月31日

8月26日.青年議会はじまる

昭和49年度の青年議会は26日招集、県議事堂でひら

かれた。

青年議会は本物の議会と同じく定数46名、議長に新

湊市の近藤哲男、副議長に福岡町の上野彰の両君が選

ばれたあと、中田知事が県政研究議案を提出、あわせ

て提案理由説明を行なった。

8月26日.知事と語る

ことし 4回目の「知事と語る会」は、氷見市の農業

会館でひらかれ、「少年自然の家」の新設や唐島、蛇ガ

島の保護などについて中田知事に質問がありこれに対

し、知事は、それぞれ検討、保護対策を述べたあと、

県政施策の方向や具体的対策 について答申があった。

知事と語る会

8月26日.ライチョウ保護ヘスキー禁止

特別天然記念物のライチョウを守るため来シーズン

から北アルプス立山の室堂、国見の全域約 300ヘクタ

ールで‘春 ・夏 山スキーを禁止することにした。

8月28日.青年の山竣エ

福光町の刀利 ダム中腹に建設中の「富山県青年の山」

研修館(2 階建、 867平方~;;: )は、 3億 5，000万円をかけ

て完成 した。

青年の山研修館
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8月30日.富山米初出荷

昭和49年産米ホウネンワセ 245袋、越路ワセ 845袋

( 1 袋60ø~ 入り)が富山、滑川の両駅から、それぞれ関

東、関西方面へ初出荷された。

8月30日.水稲の作柄やや良

北陸農政局富山県統計情報事務所は、県内の水稲作

況指数は 102で作柄は「やや良」と発表した。

ことしの稲作はやや良



第3日曜は家庭の日
.今月のテーマ

滑川東部小学校4年.成瀬幸男

くみんなでスポーツを楽しみ、よしミ本に親しもう〉

テレビ『みんなの県政jあんない

・北日本放送

包週日曜日、午前9時から30分間

小学生や同好会のコーラスを紹介しなガら

県の施策をわかりやすく解説します。

一般のコーラスグループのご参加をお待ち

しています。申込みは県民課ヘ。

-富山テレビ

包週月曜日から土曜日までの白目、午後5

時45分から5分間

物価情報、お知らせ、県政一ロメモ、歳時

記などの情報番組です。

このほか新聞「みんなの県政」を毎月最終

土曜日に北日本、富山、読売、北陸中日の各

新聞に載せていますu

ご意見ご希望を県民課へどしどしお寄せく

ださい。

宮 (0764)31-4111 (内線 369)

県民のみなさんと県政をむすぶために、県民相談室が

あります。気軽にご利用下さい。

富山県県民課〒930富山市新総曲輪I一7宮 (0764)31-4111

高岡地方県民相談室 〒933高岡市赤祖父211 ft(0766)21-9411 

魚津地方県民相談室 〒937魚津市新宿10-7 宮 (0765)24-5311 

砺波地方県民相談室 〒939ー 13砺波市幸町lー7ftt07633)2ー5151

県民電話は、みなさんの相談をうけつける電話です。

24時間働いています。

.みんなの県政 10月号必69.企画発行富山県県民生活局県民謙富山市新総幽輪lの7ft31-4111〒930
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